
一
市
二
町
が
合
併
し
て
初
の

選
挙
に
は
現
井
原
市
長
の
谷
本

巖
氏
と
旧
芳
井
町
長
の
滝
本
豊

文
氏
が
今
年
五
月
、
立
候
補
を

表
明
。
共
に
七
月
一
日
の
事
務

所
開
き
以
後
、
後
援
会
活
動
を

活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
は
八
月
二
十
八

日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
。
場
所

は
市
役
所
西
会
議
室
棟
第
一
会

議
室
、
芳
井
支
所
一
階
、
美
星

支
所
一
階
で
投
票
所
入
場
券
が

必
要
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

「
重
要
な
選
挙
で
す
。
そ
ろ
っ

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

お
盆
恒
例
の
井
原
町
盆
踊
り

大
会
が
八
月
十
四
日
、
井
原
小

学
校
で
行
わ
れ
、
町
民
約
千
五

百
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参
加

し
た
。

今
年
は
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
関
係
で
使

え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
約
半
分
。

こ
の
た
め
会
場
は
や
や
狭
く
な

っ
た
が
、
午
後
七
時
過
ぎ
に
な

る
と
人
出
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
。

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
約
三
百
人
が
約
二

時
間
、
井
原
音
頭
な
ど
の
曲
に

乗
っ
て
踊
り
ま
く
っ
た
。

各
自
治
会
が
担
当
し
た
金
魚

す
く
い
や
輪
投
げ
な
ど
の
各
模

擬
店
も
盛
況
。
倉
掛
と
夏
目
が

担
当
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

コ
ー
ナ
ー
（
写
真
上
）
に
も
終

始
親
子
連
れ
が
並
び
、
完
売
に

残
念
そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
子

供
も
い
た
。

爽
や
か
な
夏
山
を
楽
し
も
う

と
倉
掛
山
岳
同
好
会
の
十
五
人

が
八
月
六
日
、
徳
島
県
の
剣
山

（
１
９
５
５
ｍ
）
へ
登
っ
た
。

午
前
六
時
に
バ
ス
で
郷
社
前

を
出
発
し
た
一
行

は
四
時
間
後
に
見

の
越
へ
到
着
し
、

身
支
度
を
整
え
登

山
道
に
入
っ
た
。

体
調
を
考
慮
し
た

三
人
も
３
３
０
ｍ
を
一
気
に
登

る
リ
フ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
、
正
午
ご
ろ
全
員
頂
上
へ
。

３
６
０
度
の
視
界
が
広
が
る

山
頂
で
そ
れ
ぞ
れ
昼
食
を
と
り

な
が
ら
雄
大
な
四
国
山
脈
の
景

観
を
楽
し
み
、
午
後
三
時
ご
ろ

無
事
下
山
し
た
。

参
加
し
た
15

－

１
組
山
岡
秀

男
さ
ん
、
聡
美
さ
ん
、
早
稀
さ

ん
（
小
五
）
、

友
紀
君
（
小

三
）
の
家
族
は

「
親
子
で
の
登

山
は
初
め
て
。

良
い
思
い
出
に

な
る
で
し
ょ
う
」
。
同
会
の
森

吉
生
会
長
は
「
一
昨
年
の
富
士

登
山
以
後
、
倉
掛
山
岳
同
好
会

も
地
域
に
定
着
し
て
き
た
」
と

目
を
細
め
て
い
た
。

倉
掛
の
ほ
ぼ
中
心
を
東
西
に

流
れ
る
用
水
路
の
改
修
工
事
が

七
月
中
旬
、
終
わ
っ
た
。

こ
の
水
路
は
劣
化
し
た
底
面

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
が
れ
、

「
露
出
し
た
土
の
部
分
に
雑
草

が
生
え
て
困
る
」
と
、
周
辺
住

民
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ず
、
自

治
連
合
会
を
通
し
て
市
へ
改
修

を
要
請
し
て
い
た
も
の
。

近
く
に
住
む
主
婦
は
「
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
掃

除
も
楽
に
な
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
た
。

倉
掛
婦
人
会
役
員
が
メ
イ
ン

行
事
の
井
原
町
敬
老
会
を
九
月

十
日
に
控
え
、
準
備
に
追
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
敬
老
会
は
井
原
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
（
川
相
肇
会

長
）
と
井
原
婦
人
会
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
自
治
連
合
協
議

会
が
長
寿
祈
願
祭
の
祭
壇
づ
く

り
を
担
当
。
小
学
生
の
歌
や
芸

能
な
ど
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
知
ら
れ
る
。

井
原
婦
人
会
の
中
島
知
子
副

会
長
と
倉
掛
婦
人
会
の
河
合
典

子
支
部
長
は
「
今
月
二
十
六
日

頃
に
案
内
書
を
お
持
ち
し
、
九

月
四
日
に
出
欠
確
認
の
予
定
で

す
。
住
民
交
流
の
一
環
と
と
ら

え
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

対
象
者
は
井
原
町
在
住
で
満

七
十
五
歳
以
上
。
倉
掛
関
係
者

は
婦
人
会
が
送
迎
す
る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

「
多

く

の
ご

参

加

を

」

八
月
二
十
七
日
告
示
、
九
月
三
日
投
票
の
井
原
市
長
選
挙

が
迫
り
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
二
陣
営
の
激
し
い
前
哨

戦
も
あ
っ
て
市
民
の
関
心
は
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

底

面

整

備

用
水
路
の
改
修
完
了

倉掛山岳同好会15人

９月３日投票

人出は1500人
井 原 町 盆踊 り 大 会

倉掛婦人会

倉
掛
新
聞
編
集
委
員
一
同



午
後
二
時
に
キ
ャ
ン
プ
場
へ

到
着
し
た
一
行
は
、
大
小
十
四

の
テ
ン
ト
設
営
を
終
え
、
芝
生

広
場
で
親
子
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

夕
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
早

め
に
取
り
掛
か
る
。
慣
れ
ぬ
手

つ
き
の
危
う
い
調
理
シ
ー
ン
も

見
ら
れ
た
が
、
自
主
性
が
モ
ッ

ト
ー
の
団
員
ら
は
積
極
的
に
動

い
た
。
飯
ご
う
で
炊
い
た
ご
は

ん
も
上
々
の
出
来
。
「
お
い
し

い
」
の
言
葉
が
連
発
す
る
食
事

タ
イ
ム
と
な
っ
た
。

日
の
落
ち
た
午
後
七
時
頃
か

ら
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
始

ま
る
。
夜
空
を
焦
が
す

炎
が
出
し
物
や
ク
イ
ズ

で
愉
快
に
過
ご
す
皆
の

表
情
を
映
し
出
す
。

最
後
は
ア
マ
チ
ュ
ア

音
楽
家
・
倉
橋
一
郎
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
で
一
層
盛

り
上
が
り
、
思
い
出
多

き
一
夜
は
更
け
て
い
っ

た
。

二
日
目
は
午
前
六
時
に
起

床
。
約
三
十
分
か
け
て
標
高
６

５
４
ｍ
の
弥
高
山
に
登
る
。
こ

の
日
は
四
国
や
瀬
戸
内
海
こ
そ

望
め
な
か
っ
た
が
、
爽
快
な
パ

ノ
ラ
マ
に
団
員
ら
は
満
足
の
表

情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

朝
食
を
終
え
、
珍
し
い
手
打

ち
う
ど
ん
の
体
験
に
出
向
く
。

「
大
勢
の
子
供
が
来
て
く
れ
て

嬉
し
い
」
と
歓
迎
さ
れ
る
中
、

自
分
た
ち
の
手
作
り
う
ど
ん
を

賞
味
し
、
本
年
度
キ
ャ
ン
プ
の

全
日
程
を
終
え
た
。
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8/27  井原市長選挙告示日
9/ 2  少年団育成会・定例会

午後７時～倉掛公民館
9/ 3  井原市長選挙投票日
9/ 3  消防団第３部試運転日
9/ 9  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
9/10  井原町敬老会（井原小学校）
9/13  サロンあすは・絵てがみ教室
9/16  自治連合会防犯パトロール
9/17  井原中学校体育祭
9/25  市民体育祭井原地区結団式
10/ 1  倉掛少年団・公園土手清掃

午前８時30分～倉掛公園
10/ 1  第44回井原市民体育祭
10/ 7  観月会 （田中苑一帯）
10/14  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
10/21  自治連合会防犯パトロール
10/22  井原町鬼まつり

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛少年団主催のラジオ体操が７月２４
日から１３日間、郷社境内で実施され連
日、約１００人が８組大久保格さんの指導
で第１及び第２体操を行った。
■「倉掛地区の皆様方には４年前からアル
ミ缶集めにご協力頂き感謝にたえません。
収益金は有意義に使わせて頂いております
ので、今後とも一層のご理解とご支援をお
願い申し上げます」
（井原はばたき作業所理事長 中島知子）
■「前日までの長雨でキャンプが実施でき
るのだろうかと思っていましたが、このキ
ャンプの日だけ曇り空。雨もなくホッとし
ました」 （少年団育成会長 神崎節夫）
■倉掛ソフトボール同好会が今年も好調を
維持し、井原町ソフトボールリーグで依然
無敗。７月３０日、野上研修広場で行われ
た新町戦も１５－２で快勝した

弥
高
山
で
一
泊
二
日

倉掛少年団

７月２２日（土）

13:00 郷社出発

14:00 弥高山到着・テント設営

15:00 親子キックベースボール

16:30 夕食準備

17:30 夕食

19:00 キャンプファイヤー

22:00 就寝

７月２３日（日）

6:00 起床

6:30 弥高山山頂へ出発

7:00 弥高山登頂・朝食準備

7:30 キャンプ場へ

8:30 朝食

9:30 手打ちうどん体験

12:00 昼食（うどん）

13:00 片付け

14:00 弥高山出発

15:00 郷社到着

倉
掛
少
年
団
（
吉
川
直
輝
団
長
）
と
同
育
成
会
が
七
月
二

十
二
日
か
ら
二
日
間
、
高
梁
市
川
上
町
の
弥
高
山
公
園
で
キ

ャ
ン
プ
を
行
い
、
関
係
者
約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

〈日 程 表〉

年のキャンプで一番楽しかったのは、オリエン
テーリングでした。地図を見ながら進んで行き

ました。ちょっと難しかったけど、班の人同士協力し
て出来ました。うどん打ちはまだやったことがないの
でよく分かりませんでした。うどんをこねたり、のば
したりするのは力がいりました。みんなで作ったうど
んは太く、ちょっとかたかったです。ことしのキャン
プはたのしかったです。 （６年 吉川直輝）

のしみにしていた少年団のキャンプ。初めはすご
くドキドキで、バスの中でおおさわぎ。そしてや

たか山へとうちゃく。いろいろ自分たちでテントを作
った。キャンプファイヤーや、すいかわりやキックベ
ースボール、夕食のバーベキュー、どれもどれもすっ
ごくたのしかった。そして、この夏一番の思い出にな
りました。来年も楽しみです。（５年 岡藤里奈）

ーベキューがおいしかった。肉がたくさん食べ
れたー！ りんごアメもあまくておいしかっ

た。山登りはきつかった…。でもうどん打ちは、めっ
たに出来ない事が出来てよかった。うどんもおいしか
った。 （５年 入江風羽）

ンサートの時、私は歌にあわせてノリノリでし
た。私はマラカスをならしていました。なかなか

リズムがむずかしかったです。（５年 山岡早稀）
初はテントをはるのがたいへんだったけど、キ
ックベースや夜ごはんのバーベキューの野菜を

切ったり火をつけたりたのしかったです。夜ねる時、
次の日がたのしみでねられませんでした。すいかわり
もたのしかったです。またみんなでいきたいです。

（５年 溝部玲美）
めてのキャンプファイヤーがとてもたのしかっ
た。はじめてテントをはってむずかしかったで

す。でもできあがったときはうれしかったです。らい
年のキャンプもたのしみです。（４年 川相直規）

ャンプでたのしかったことはうどんをつくったこ
とです。はじめてしたのでわくわくしたけどみん

なで協力してできたうどんはおいしかったです。たい
へんだったところはテントをはるところでした。なか
なかうまくできなかったけど、お父さんやお母さんに
てつだってもらってできたときはうれしかったです。
二日目にのぼった山のぼりはしんどかったけど、たの
しかったです。またみんなでキャンプをしたいです。
ごはんもおいしかったです。 （４年 横田祐子）

一部抜粋

キャンプの初仕事は大小14のテント張り

手
打
ち
う
ど
ん
体
験
も

初

キ

最

コ

バ

た

今


